チェックリスト（長崎街道・柳町景観形成地区）
■歴史的建造物等以外　推奨基準（整備基準）
	
	推奨基準（整備基準）
	左記の推奨基準を満たすための具体的な手法等について記載してください。
	適否

	建築物・工作物等
	配置
	□原則として敷地の履歴を調査して建てる。不明の場合、通りに面する壁面は、伝統的なまちなみの壁面線（道路境界から１ｍ前後）を考慮して建てる。
	
	

	
	
	□建物が面していない道路境界線には、門又は塀を設け、連続したまちなみ景観を確保する。
	
	

	
	高さ・規模
	□2階建以下を基本とする。
	
	

	
	形態・意匠
	全般
	□伝統的な建築形態を積極的に取り入れた、妻入り又は平入りとする。
	
	

	
	
	屋根
	形式
	□切妻、入母屋又は寄棟造りを基本とする。
	
	

	
	
	
	勾配
	□4.5～5寸程度とする。
	
	

	
	
	
	材料
	□銀黒色の桟瓦葺きを基本とする。
	
	

	
	
	
	軒・

下屋
	□軒は、白漆喰塗りを基本とし、周辺のまちなみ景観に調和するよう下屋庇を設ける。
	
	

	
	
	1階
	腰壁
	□竪羽目板又はモルタル塗仕上等、周辺のまちなみに調和する材料とする。
	
	

	
	
	
	開口部
	□原則、正面（道路側）は掃出とする（側面は腰高窓も可）。
	
	

	
	
	
	
	□建具は、原則、木製（雨戸付き）あるいは障子戸又はガラス戸引違いとする。外側枠付格子戸填込又は引込み又は出格子付を基本とする。
	
	

	
	
	1階･

2階
	戸袋
	□竪羽目板又は銅板張りとする。
	
	

	
	
	
	外壁
	□外壁は真壁造りの白漆喰塗りを基本とする（側壁については大壁造白漆喰仕上げも可）。
	
	

	
	
	2階
	開口部
	□建具は、原則、木製（雨戸付き）あるいは障子戸又はガラス戸引違い又は引込みとする。木製格子等をつけることもできる。
	
	

	
	色彩
	□マンセル表色系を用いた色彩基準を守る。
	
	


	
	
	□歴史的まちなみに調和した色彩となるよう努める。
	
	

	
	
	□使用する色彩の数は、できるだけ少なくするよう努める。
	
	

	
	
	□対比効果の大きい色彩の組み合わせは避けるよう努める。
	
	

	
	屋外設備等
	□付帯設備は、原則、道路等公共の場から見える部分に露出しないこととし、やむを得ない場合は歴史的風致に配慮した格子等で目隠しをする。
	
	

	
	
	□地域の夜間景観を損なうような過度の明るさや色彩の照明を用いないよう努める。また、周辺住民の生活環境への影響を考慮したものとする。
	
	

	
	外構・緑化
	□塀・門は、原則として履歴を考慮して建てる。不明の場合、連続したまちなみ景観を確保するよう、塀はまちなみ壁面線を維持するよう建て、屋根付板塀等伝統的手法に類するものとし、高さは1.8ｍ程度とする。門は腕木門またはこれに類するものとし、門扉は板戸を基本とする。
	
	

	
	
	□通りに面する部分に生垣は使わない。
	
	

	
	
	□護岸は、原則、履歴を調査し旧状に復元する。不明の場合、間知石積等、歴史的風致を損なわないものとする。
	
	

	
	
	□車庫について、用途上やむを得ず建物内に設ける場合には、建具等は伝統的様式に調和した材料を工夫するものとする。
	
	

	
	
	□歴史的風致を形成する木竹、屋敷内の植栽及び大きな樹木の保存に努める。
	
	

	
	
	□木竹の伐採は必要最低限とし、周辺景観との調和に配慮する。
	
	

	土地の形質の変更
	□現況の地形を可能な限り活かし、周辺景観との調和に配慮する。
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